
ジョブローテーション、乗務員勤務制度改悪、ダイ改合理化、ローカル線切り捨て反対！　定年延長と 65歳まで働ける職場を！

〔発　行〕動労千葉を支援する会
　　千葉市中央区要町２－８ＤＣ会館
　　http://dourousien28.kane-tsugu.com/renrakuban/
　　dc-info@deluxe.ocn.ne.jp

闘いなくして安全なし 2020.07.14
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撤
回
求
め
る
修
正
動
議
も
否
決

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
６
月
23
日
に
株
主
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
に
よ
る
減
収
を

理
由
に
現
場
労
働
者
に
大
幅
な
一
時
金
カ
ッ
ト
を
行

い
な
が
ら
、
総
額
３
０
０
億
円
強
の
株
主
配
当
が
強

行
さ
れ
ま
し
た
。
株
主
配
当
の
撤
回
を
求
め
る
修
正

動
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

深
澤
社
長
は
「
固
定
費
割
合
が
大
き
い
鉄
道
事
業

を
中
心
に
経
営
体
質
を
抜
本
的
に
見
直
す
」
と
さ
ら

な
る
要
員
削
減
、
外
注
化
や
雇
用
・
賃
金
破
壊
を
進

め
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

巨
額
の
株
主
配
当
の
裏
で
は
鉄
道
の
現
業
機
関
を

い
い
、
非
正
規
職
化
や
人
員
削
減
な
ど
を
行
お
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
「
運
転
士
」「
車
掌
」
の
職
名
が
廃

止
さ
れ
、
中
・
長
編
成
を
含
む
ワ
ン
マ
ン
化
が
次
々

に
具
体
化
・
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。「
戦
略
的
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
」
と
称
し
て
、
ロ
ー
カ
ル
線
切
り
捨

て
も
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
場
を
犠
牲

に
、「
株
主
利
益
」
を
何
よ
り
優
先
し
て
い
ま
す
。

　
利
益
優
先
で
現
場
を
犠
牲
に
す
る
な
！

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
は
、「
利
益
が
す
べ
て
」
と

い
う
社
会
の
あ
り
方
が
い
か
に
間
違
っ
て
い
た
か
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
医
療
・
介
護
を
め

ぐ
る
状
況
は
深
刻
で
す
。
こ
の
間
の
国
の
医
療
費
削

減
政
策
の
中
で
、
す
で
に
病
院
の
多
く
が
赤
字
、
黒

字
で
も
１
～
２
％
と
い
う
状
態
で
し
た
。「
効
率
」

を
優
先
し
て
病
床
や
人
員
削
減
な
ど
を
要
求
す
る
政

策
が
、「
医
療
崩
壊
」
を
作
り
出
し
て
き
た
の
で
す
。

　

鉄
道
会
社
の
役
割
は
株
主
利
益
を
上
げ
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
と
し
て
地
域
の
生

活
に
必
要
な
列
車
を
守
り
、
安
全
に
列
車
を
運
行
さ

せ
る
こ
と
こ
そ
「
最
大
の
使
命
」
で
す
。

　

ワ
ン
マ
ン
運
転
は
車
掌
削
減
・
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
だ
け
の
施
策
で
す
。
ロ
ー
カ
ル
線
を
切
り
捨
て
、

運
転
士
の
地
位
を
今
以
上
に
低
下
さ
せ
る
攻
撃
で

す
。
鉄
道
の
安
全
の
た
め
で
も
地
域
の
た
め
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
絶
対
に
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

す
べ
て

「
外
部

化
」
す

る
と
さ

れ
て
い

ま
す
。

「
自
動

運
転
推

進

」、

「
Ａ
Ｉ

活
用
」

「
労
働

の
柔
軟

化
」
と
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JR東⽇本は23⽇、都内で定時株主総会を開いた。深沢祐⼆社⻑は「ポストコロナ社会が以
前と⼤きく異なることは確実」と語り、成⻑投資を促進する⼀⽅で「固定費割合が⼤きい
鉄道事業を中⼼に経営体質を抜本的に⾒直す」と削減を進める⾒解を⽰した。総会の途中
で、2020年3⽉期末配当の撤回を求める修正動議が出されたが、否決された。

総会には290⼈の株主が参加し、前年の約1600⼈から⼤きく
減った。JR東は新型コロナウイルスの感染拡⼤防⽌の観点か
ら、書⾯やインターネットでの議決権⾏使を株主に求めてい
た。

期末配当を1株82.5円（総額300億円強）とする剰余⾦処分や
取締役の任期短縮などの会社提案4議案が原案通りに可決され
た。剰余⾦の処分については、ある株主が「今後の経営不安
を考えれば、ここで300億円近いお⾦を使うのはいかがなものか」と撤回を求めて修正動
議を出したが、否決された。

他の株主からは「鉄道事業は固定費の割合が⾮常に⾼いが、こういうコスト構造への受け
⽌めや具体的な施策は」との質問が出た。⻄野史尚副社⻑は「技術開発やICT（情報通信
技術）を⽣かし、安全とサービス向上を前提にコストが少ない構造に変えていく」と答え
た。

⼭⼿線では運転⼠がいなくても運⾏できる⾃動運転システムの実験をしているほか、従来
は社員が巡回していた線路設備などの点検に、列⾞に搭載した計測機器を使うなどして省
⼒化を進める。他にも設備利⽤を⾒直して固定費の削減に努める。

     

記事利⽤について

ＪＲ東の深沢社⻑は経営体質の抜本的
な⾒直しに取り組むとした（23⽇、
株主総会のモニター画⾯）

   

ＪＲ東 株主配当３００億円
ワンマン運転

拡大反対！株主利益優先するな！
6/23 付 日経新聞


